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2024 in東京
土研新技術ショーケース

途中聴講自由※
※CPD,CPDS 希望者以外

参加費無料2024年9月26日 (木)
10:00～16:55 ( 開場、受付開始 9:30 ～ )
一橋講堂 ( 東京都千代田区一ツ橋 2-1-2)
開催方式◆会場開催およびWEB開催のハイブリット方式

プログラム

10:00～10:15 開会挨拶

国立研究開発法人土木研究所 理事長 藤田 光一

10:15～10:40 移動式たわみ測定装置（ＭＷＤ）

舗装チーム 主任研究員 綾部 孝之

10:40～11:05 グラウンドアンカー飛び出し防止装置

施工技術チーム 特任研究員 近藤 益央

11:05～11:30 景観検討にどう取り組むか-景観予測・評価の手順と手法-

地域景観チーム 上席研究員 福島 宏文

11:30～11:55 部分薄肉化PCL版を用いたトンネル補強工法

PCL協会 大内 毅浩

11:55～13:00 技術相談タイム（65分）

13:00～13:25 コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル

iMaRRC 上席研究員 古賀 裕久

13:25～13:50 塩分センサを活用した簡易塩害活用診断技術

iMaRRC 上席研究員 古賀 裕久

13:50～14:15 コンクリート構造物における表面含浸材の適用手法

耐寒材料チーム 主任研究員 遠藤 裕丈

14:15～14:40 堤防決壊時に行う緊急対策工事の効率化に向けた検討資料

寒地河川チーム 主任研究員 島田 友典

14:40～15:05 3次元の多自然川づくり支援ツール（iRIC - EvaTRiP & RiTER）

自然共生研究センター 主任研究員  林田 寿文

15:05～15:30 技術相談タイム（25分）

15:30～16:00 国土交通省からの講演

「（仮）国土交通省における技術政策について」

国土交通省大臣官房技術審議官 沓掛 敏夫

16:00～16:25 環境ＤＮＡ 実務に展開するために必要なこと

流域生態チーム 特任研究員  村岡 敬子

16:25～16:50 非接触型流速計を用いた流量観測ロボット

河道監視・水文チーム 上席研究員　山田 浩次

16:50～16:55 開会挨拶

国立研究開発法人土木研究所 技術推進本部長  重高 浩一

展示・技術相談コーナー
9：30～16：55 の間は、講演技術をはじめ、土研の新技術等
についてパネル等を展示し、技術相談をお受けするコーナー
を設けます。講演内容の質問はこちらでお願いいたします。

会場アクセス

交通機関

〒101-8439　東京都千代田区一ツ橋 2-1-2　学術総合センター内
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土研新技術ショーケース 2024 in 東京
講演技術の概要

移動式たわみ測定装置（ＭＷＤ）

移動式たわみ測定装置（MWD：
Moving Wheel Deflectometer）は、中
型車両に路面のたわみを検知するレー
ザードップラ振動計等を搭載した装置
で、自らの輪荷重により発生する路面
のたわみ量を計測することで、舗装構
造の健全性が低下した区間を抽出する
ことができる。
交通規制を必要とせず短時間で多くの路線の計測が可能であることから、
効率的な舗装構造の点検技術として期待されている。

グラウンドアンカー飛び出し防止装置
グラウンドアンカーはのり面の斜面安定工として広く用いられて
いる。残存緊張力が設計アンカー力を超えた過緊張状態のグラウ
ンドアンカーに、地震や豪雨による地下水位の上昇等によりグラ
ウンドアンカーに作用する外力が増加してアンカー材が破綻する
と、100m以上もアンカー材が飛翔した過去の調査事例がある。
切土のり面に施工されたグラウンドアンカーが破断すると、のり
面の安定性が低下するだけでなく、歩行者、通行車両や第三者へ
の被害につながることがあるため、何らかの飛出し防御対策を施
す必要がある。そこで、急峻な現場での設置・施工が容易で、比
較的安価に設置が可能なアンカーの飛出し防御装置を開発した。

景観検討にどう取り組むか-景観予測・評価の手順と手法-

景観検討の知見や経験が十分でない技術者が、限られたリソースの中で
少しでも景観検討に取り組み、より良いものに近づけることができるよ
うな景観検討のポイントについて、主に以下の３つの手順を提示
● 景観予測・評価を行う上で必要かつ重視すべき点（着眼点）
● 景観予測を行う際に必要なパース、模型、BIM/CIM などの「視覚化ツー
ル」の作成
● 視覚化ツールに基づき議論・評価を行い、その結果を設計案比較表と
設計案に反映

部分薄肉化PCL版を用いたトンネル補強工法 

外力等によってトンネルの覆工コンクリートに変状が
生じた場合に補強を行う技術。
トンネル内空断面に余裕がなく、従来の内巻きコンク
リートや補強版では建築限界が確保出来ない場合でも
適用可能。

コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル

既設コンクリート構造物の有効活用のため、断面修復工
法，表面被覆・含浸工法，ひび割れ修復工法等の補修対
策について暴露試験や室内実験等で得られた知見をマ
ニュアル（共通編、各種工法編，不具合事例集）にとり
まとめた。共通編は、劣化要因に応じた補修方針の立て
方、構造物劣化の進行段階に応じた補修工法の選定方法・
留意点について整理。
各種工法編は、補修材料の品質試験方法や施工管理標準
等を提案。また、補修後の再劣化事例（不具合事例）を
収集、原因を分析。令和４年に新たな知見を加え改訂。

塩分センサを活用した簡易塩害活用診断技術

本技術は、硬化コンクリート中の塩化物イオ
ン量を簡易に推定できる塩分センサを活用し
て、コンクリート構造物の塩害の可能性を調
査したり、補修箇所で、塩化物イオンの除去
残りを確認したりできる技術。塩分センサと
市販されている安価な測定器を組み合せるこ
とで、多量の塩分が含まれている箇所を、現
地で、簡易に、短時間で把握可能。

コンクリート構造物における表面含浸材の適用手法

表面含浸工法にはシラン系表面含浸材、けい酸塩系表面含浸
材、アミン系の含浸性防錆材等がある。コンクリート表面に
塗布・含浸させると、シラン系はコンクリート表面及びひび
割れ壁面に撥水機能を付与、けい酸塩系はコンクリート組織
をガラス化、アミン系は鉄筋表面に防錆機能を付与する。こ
れにより、コンクリートの劣化因子である水の浸透抑制や、
凍結融解と塩化物の複合作用によるスケーリング（コンク
リート表面が剥がれ落ちる形態の凍害）や塩害の進行遅延、
また、これに伴うLCC（ライフサイクルコスト）の縮減が期
待できる技術。 

堤防決壊時に行う緊急対策工事の効率化に向けた検討資料

治水整備が進んでいる現在においても、豪雨災害時の堤防決
壊による浸水被害が全国で発生している。本検討資料は、堤
防決壊時の緊急対策工事の効率化を考える際に必要となる河
川特性に応じた決壊口の締切方法や、重機作業、使用する資
機材の適応性について検討した内容を示した。各河川管理者
が実施する堤防決壊時の緊急対策シミュレーション等の参考
として本検討資料を使用することで、少しでも有効な方法を
選択し、現場ごとの減災につながることを期待している。

自然共生研究センターでは、災害復旧事業での活用も
念頭におき、業務にも普及している無料の河床変動計
算ソフトウェア「iRIC」と連携した「多自然川づくり
支援ツール」の開発を実施。iRIC の持つ高度な数値計
算技術と操作性に加え、環境評価ソルバEvaTRiP（エ
バトリップ）および河道地形を柔軟に編集することが
可能なRiTER Xsec（ライタークロスセクション）を組
み合わせることで一段レベルの高い多自然川づくりの
提案が可能となる。

3次元の多自然川づくり支援ツール（iRIC - EvaTRiP & RiTER）

環境ＤＮＡ  実務に展開するために必要なこと

環境DNA調査技術は、生物を直接捉えることなく生物
情報を得られる簡便な生物調査手法であり、「現地調査
が簡便で多地点調査が可能」、「検出感度が高い」 といっ
たメリットがある。国土交通省では令和8以降の河川
水辺の国勢調査（魚類調査）に、環境DNA調査技術を
導入することを検討しており、土木研究所では、国土交
通省と連携した全国調査を実施し、本調査技術の標準化
を進めている。

非接触型流速計を用いた流量観測ロボット
電波・超音波・画像解析技術を併用し、河川の表面流速
及び水位分布・河床高を計測することで、無人で連続的・
安定的・高精度な流量観測を可能にするものであり、急
激な増水時の確実な観測、概ね10分以内の観測完了、
危険箇所への接近不要、連続流量データ取得、人件費等
コスト縮減などのメリットがある。電波流速計は豪雨時
や夜間等の安定的な計測、画像解析（PIV）は表面流速
分布計測による流れ構造把握、超音波（ADCP）は河床
高と鉛直流速分布の計測、といった特徴があり、観測所
の特性・重要性に応じて組み合わせる。

〒305-8516　つくば市南原 1番地６　　Tel.029-879-6700（代）
https://www.pwri.go.jp


